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学位論文内容の要旨

  近年，企業において，多くのプロジェクトでプロジェクトマネジメント活動を行っている。これら

が対象とする案件は，複雑化し大規模化しており，プロジェクト失敗のりスクは多く，その影響はま

すます大きく顔っている。このため，複数のプロジェクトの状況を並行的にかつ定量的に監視し。顕

在化するりスクを予測し，早期に対処することが重要とをっている。

  企業組織にとってPMO (ProectManagement0伍ce）は，配下のプロジェクトの状況を監視し，適

正教アクションを実施する役割を持つ。H岨Oはその使命を果たすために，プロジェクト状況を客

観的かつ定量的に評価し，かつ将来を予測してタイムリ一教アクションを取ることが求められてい

る。しかし教がら，これまでのプロジェクトに関する定量的改評価の試みは，EVM（EamedValue

Management）を使った進捗評価，リスクスコアによるりスク評価，プロダクトの品質評価等のよう

にプロジェクトやその成果物のある局面を監視する個別的評価が中心であった。プロジェクトの成

功のためには，これらの個別的評価に加えてプロジェクト全体を俯瞰的に定量化し予測できる仕組

みが必要とされている。

  本研究は，プロジェクト状況の定量化と見える化により，mn0がプロジェクトの監視と評価を容

易にし，定量的款予測に基づく早期の対応を行おうとする課題に取り組んだものである。

（1）プロジェクト状況の定量化の試みと評価

  これまでプロジェクトの状況は，ある局面での個別的評価が行われていたが，より包括的にかつ定

量的にプロジェクト状況を見える化することが課題であった。このプロジェクトの状況を全体と

して定量化して表現する必要性に基づき，定量的プロジェクト評価の指標PAI（ProjectAssessment

Indicator）とその評価の仕組みPAIモデルを提案し，実際に複数のプロジェクト状況の評価に適用

し，有効性について研究した。

（2）数理的誼プロジェクト定量化モデルの構築と評価

  PAIモデルの枠組みを活かし教がら問題点を解決するために，合理的手法で汎用性の高い評価

の仕組みを作ることが課題であった。この必要性に基づき，PAIの配点および評点の数理的手順を

確立し、組織に依存し款いAHP（AmlyticHierarchyProcess）―騨dモデルを提案し，そのシミュレー

ション結果と適用モデルの比較について研究した。

（3）プロジェクトの定量的予測モデルの構築と評価

  プロジェクトを成功させるために，珊岨Oは，定期的にマネジメントプロセスや活動の成果を定量

的に予測して早期にアクションを執ることが求められる。この要求を満たすためには，プロジェク

トの現在の状態から将来の状態を定量的に予測する仕組みを作ることが課題である。この必要性に

基づき，プロジェクトの定量的予測モデルとしてPMOアクションモデルを提案し，そのパラメータ

調整による予測精度の評価について研究した。
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  研究内容およびその結果は以下の通りである。

  (1)については，プロジェクトのマネジメントプロセスとその活動成果の観点に着目し，PAIとい

う指標およびその評価の仕組みとしてPAIモデルを提案した。このモデルを適用することにより，

プロジェクトの状況の全体像を定量的に把握することができ，PMOやステークホルダーへの見え

る化 を 容易 に し た。 さ らに PAIモ デル の 有 効性 を 事例 を通し て検証し ている。

  (2)については，PAIモデルの問題点を解決するためAHPを適用したAHP-PAIモデルを提案

し，その構築手順を示した。カテゴりの配点には，AHP相対評価法(Relative Measurement Method)

を用いて，カテゴリ間の一対比較から重みを求め配点化している。また，各カテゴりの評点化には，

AHP絶対評価法(Absolute Measurement Method)を用いて，評語の一対比較を行い，評語の重みか

ら各カテゴりにおける評語の評点を設定している。AHP-PAIモデルは，チェックリストに過度に依

存するのでは教く，プロジェクト全体を俯瞰的に判断してアセスメントする精度の良い評価方法を

提供している。実際に適用したPAI事例の実績値とAHP-PAIシミュレーションによる結果を比較

し，そのシミュレーション精度を検証している。

  (3)については，カテゴリ間の相互依存性を基にしたプロジェクト評価予測モデルとしてPMO

アクションモデルを提案している。PMOアクションモデルは三つの構成要素を持つ。一つ目の構

成要素であるカテゴりの変化分としてカテゴりの未達成率の重みを提示している。二つ目はPMO

アクションの大きさ，すをわちアクションレベル関数を定義しプロジェクトの成熟度に応じたアク

ションレベルの型を提示している。三つ目はPMOアクションの意思決定関数を提示しており，カ

テゴりの相互依存関係に基づきAHPを使ってカテゴりの新た極配点を設定し，カテゴリ別にアク

ションを行うか否かの閥値を決めてアクションの意思決定を提示している。さらに予測精度の定義

を 行 い ， 予 測 値 と 実 績 値 か ら PMOア ク ショ ン モデ ル の 精度 を 検証 し て いる 。

  最後に，これらの研究とその結果により，マネジメントプロセスと活動成果の観点からプロジェク

ト状況の包括的顔定量化を実現し，合理的教手順によってモデルの構築が可能であることおよびモ

デルの精度が実用に耐えうる精度であること，予測モデルの評価と有効性について明らかにした。
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プロジェクトの定量的評価とその予測に関する研究

  近年プ口ジェクトの見える化に関する研究が盛んに行われている。しかし、その多くは進捗、

品質、リスクといったプロジェクトのある観点による定量化を目的としており、プロジェクト状

況 全 体 の 定 量 化 は 未開 拓 の分 野 で 、今 後 の発 展 が 待た れ てい る 状 況に あ る 。
  本論文は，このような現況にあるプロジェクト状況の定量化について、マネジメントプロセス

とプロジェクト活動の成果の観点を用いて、定量化手順に関して合理的に研究し、プロジェクト

監視上の有益なプロジェクト定量化モデルおよび定量化予測モデルを提案し活用することを目
的として取り組んだものである。これにより、組織的に監視を容易にし、早期の対応を行う

ことによって、プ口ジェクトを成功に導こうとするものである。

  プ口ジェクトの定量化により、時系列的な傾向分析を行うことができ、予測を可能とし、
リスクの許容値を超過した場合、アクション実施のトリガとすることができる。また、定

量化、見える化は、過去の類似プ口ジェクトとの比較、ステークホルダー間の認識の共有

等に有効であり、組織的な支援の仕組みの構築を可能とする。
  ProectM9nagementofflce（PM0）やProjectMamger（PM）は、プ口ジェクトを監視し、客観

的かつ定量的に評価することが求められている。これまでの定量的な評価の試みは、E珊ed
ValueManagement（EVM）を使った進捗評価、1」スクスコアによる評価、プ口ダクトの品質評

価等のようにプ口ジェクトのある局面を監視する個別的評価が中心であった。しかし、最

終的にはプ口ジェクトの成功が求められるため、プ口ジェクト全体を俯瞰的に定量化する
仕 組 み と そ れ に 基 づ い た プ 口 ジ ェ ク ト マ ネ ジ メ ン ト が 必 要 と さ れ て い る 。

  本論文は、プ口ジェクトの定量的評価とその予測に関する研究について取り組んだものである。

第1章では、研究の背景として、プロジェクトの誕生とその歴史的経緯、プ口ジェクトに発生す
る問題について述べている。第2章では、さまざまな見える化への試みについて述ぺ、

PAI（ProjeCtASSeSsmentIndicator）モデルによるプロジェクト定量化の試みと評価について研

究している。第3章では、AHP（Anal舛icHierarclッProcess）－PAIモデルの提案とそのシミュレー
ションおよびその結果と適用モデルの比較について研究している。第4章では、組織的にプロジ

エクトを成功に導こうとするプロジェクトマネジメントオフイスの役割について述ベ、プロジェ
クトの定量的予測モデルとしてのPM0アクションモデルの提案とそのバラメ一夕調整による予

測精度の評価について研究している。第5章では、プロジェクト状況を定量化することによって

把握できるプ口ジェクトの成熟度とそれに応じたPM0に求められる対処についてまとめた。

第5章では、プロジェクトの定量的評価の適用事例についての研究について評価している。

第1章では、プロジェクトおよびプ口ジェクトマネジメントの定義と意義について述べ、プロジ
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工クトの実態調査およびその問題点について指摘している。プロジェクトとは人の活動であり、

プロダクトは外部からは容易にわかりにくいソフトウェアおよびシステムである。したがってプ
ロジェクトの見える化は重要であり、さまざまに取り組みが行われている。しかし、その取り組

みは、プ口ジェクトの状況を把握するという点においては部分的であり、プロジェクトの全体像
を把握する方法が求められてレゝる。

  本論文では、著者が提案したプロジェクト活動と成果の全体像を把握できるPAI (Proiect
Assessment Indicator)モデルによるプロジェクト定量化の試みと評価を提案している。このモ

デルを適用することにより、プロジェクトの状況は包括的に把握することができ、ステークホル
ダーへの見える化は効果的に進み、社内システムとして適用する企業も存在している。

  っぎに、著者は、AHP (Analytic Hierarchy Process)ーPAIモデルの提案を行っている。PAIモデ
ルは、専門家によって構築されており、汎用性が課題であった。この問題を解決するためにAHP
を適用したAHP―PAIモデルの構築手順を提案した。そのシミュレーション結果とPAIモデルの事

例 を 比 較 す る こ と に よ り 、 シ ミ ュ レ ー ゛ シ ョ ン の 精 度 を 評 価 し て い る 。
  最後に、筆者はプ口ジェクトの定量的予測モデルとしてのPMOアクションモデルを提案してい

る。予測の定量化により、プ口ジェクトに対する迅速な対応を期待できる。カテゴリ間の相互作
用、カテゴりの変化分、アクションレベルを要素に持つPMOアクションモデルを提案し、そのバ
ラメー夕調整による予測精度の評価を行っている。

  これを要するに、著者はプロジェクト状況の定量化にっいて合理的な方法によるモデルの構築
が可能であることの新知見を得たものであり、プロジェクトマネジメント分野の発展に対して貢

献するところ大なるものがある。よって著者は、北海道大学博士（情報科学）の学位を授与され
る資格あるものと認める。
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